



































A Study of English Teaching Methods in Early Childhood with 
an Emphasis on Communication


































































































































































































か ら 走 る 動 作 に 変 え る と、“Nice running 







































































































































































が“Let’s make a circle.”と声を掛けて、子
ども達が輪になったところで、“It’s time to 
say good bye.”と伝えた後に“Music please.”
と発話した。教師の後に子ども達も“Music 
please.”と繰り返した。教師が“Let’s sing 



























て、“I have a big and small.” “Which do you 

















　Curtain & Dahlberg （2015）は、手遊びは
幼児にとって最も使用されるものであり、歌















How is the weather?”と質問を投げかけなが
























“What’s this?”と声がけした後に、“It’s a mic.”
と伝えた。子ども達はマイクに非常に興味を
持っていた。英語教師が子ども達の前にマイ
クを傾けながら、“Let’s clap your hands.”と
































































































































































































ドを出しながら、“This is a family.”と言って
フ ラッシュカード を 取 り 出 し た。“father”
と声がけしながら、親指を立てて「お父さん」




















































































目 し て い た。 英 語 教 師 が“The day of the 
week”の曜日の歌をもう一度歌った後に
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